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議会だより

圏央道

長生グリー
ンライン

長生グリー
ンライン

今月号の表紙
緑豊かな田園地帯の中を走る「長生グ
リーンライン」と「圏央道」を坂本地区
の上空からドローンで撮影しました
� （撮影者：齊藤昇正）
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提出された20議案ほか、
全ての議案で
承認・可決・同意に

定
例
議
会

第２回
定例議会

［会期］6月4日～7日
(4日間 )

　

こ
の
定
例
議
会
で
は
、

専
決
処
分
の
承
認
５
件
、

条
例
制
定
・
一
部
改
正
３

件
、
補
正
予
算
２
件
、
人

事
案
件
10
件
の
20
議
案
の

ほ
か
、
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
、
議
員

発
議
２
件
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

令和６年長南町議会第２回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

承　認
第１号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町税条例の一部を改正す
る条例の制定について）

地方税法等の一部改正に伴い、本条例について急施
を要するものと認め、専決処分をしたことから議会
の承認を求めようとするもの

承　認
賛 (8)
否 (0)

承　認
第２号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町過疎地域の持続的発展
の支援に関する特別措置法の
適用に伴う固定資産税の課税
免除に関する条例の一部を改
正する条例の制定について）

過疎地域の持続的発展の支援に関する省令の一部
改正に伴い、本条例について急施を要するものと
認め、専決処分をしたことから議会の承認を求め
ようとするもの

承　認
賛 (8)
否 (0)

承　認
第３号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町指定居宅介護支援等の
事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を
改正する条例の制定について）

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営
に関する基準等の一部改正に伴い、本条例につい
て急施を要するものと認め、専決処分をしたこと
から議会の承認を求めようとするもの

承　認
賛 (8)
否 (0)

承　認
第４号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町重度心身障害者の医療
費助成に関する条例の一部を
改正する条例の一部を改正す
る条例の制定について）

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す
るための法律施行令の一部改正に伴い、本条例に
ついて急施を要するものと認め、専決処分をした
ことから議会の承認を求めようとするもの

承　認
賛 (8)
否 (0)

承　認
第５号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町行政手続における特定
の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個
人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて）

行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律等の一部改正に伴い、本
条例について急施を要するものと認め、専決処分
をしたことから議会の承認を求めようとするもの

承　認
賛 (8)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 9 名（議員定数 10 名）

「専
せんけ つ し ょ ぶ ん

決処分」とは
地方自治法の規定では、議会が議決すべき

案件で議会を開催する時間的余裕がなく、緊
急を要する場合等は、町長が議会の議決の代
わりに意思決定することができます。この場
合は直近の議会で報告し、承認が必要となり
ます。
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定
例
議
会

令和６年長南町議会第２回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

議　案
第１号

地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定につ
いて

指定公金事務取扱者制度に係る規定が新設されたこ
とに伴う地方自治法の一部改正により、現行の関係
条例の引用条項について改正しようとするもの

原案可決
賛 (8)
否 (0)

議　案
第２号

長南町家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条
例の制定について

「こども未来戦略」において保育所等の職員配置基
準の改善を図ることとされたことを受け、国で定
める「家庭的保育事業等の施設及び運営に関する
基準」が一部改正されたことに伴い、本条例の一
部を改正しようとするもの

原案可決
賛 (8)
否 (0)

議　案
第３号

長南町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

地方税法施行令の一部を改正する政令が、令和６
年３月３０日に公布され、令和６年４月１日から
施行されたことに伴い、本条例の一部を改正しよ
うとするもの

原案可決
賛 (8)
否 (0)

議　案
第４号

令和６年度長南町一般会計補
正予算（第１号）について

歳入歳出それぞれに 1 億 3,096 万 3 千円を追加、
予算総額を 51 億 2,096 万 3 千円に

（住民税非課税等世帯への給付金　他）

原案可決
賛 (8)
否 (0)

議　案
第５号

令和６年度長南町農業集落排
水事業会計補正予算（第１号）
について

収益的収入支出それぞれに 348 万 3 千円を追加、
予算総額を 2 億 6,279 万 9 千円に

（職員の人件費）

原案可決
賛 (8)
否 (0)

議　案
第６号

固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めるこ
とについて

現委員の白井裕章（しらいひろあき）氏の任期が、
令和 6 年 6 月 30 日をもって満了となることから、
引き続き同氏を選任するため、議会の同意を求め
るもの

原案可決
賛 (8)
否 (0)

議　案
第７号

人権擁護委員候補者の推薦に
つき意見を求めることについ
て

現委員の任期が、令和 6 年 9 月 30 日をもって満
了となることから、新たに鈴木栄治（すずきえいじ）
氏を候補者として推薦するもの

適任と認める
賛 (8)
否 (0)

議　案
第８号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって満
了となることから、吉野豊（よしのゆたか）氏を
任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

議　案
第９号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって満
了となることから、鶴岡英昭（つるおかひであき）
氏を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

議　案
第10号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって
満了となることから、唐鎌幸雄（からかまゆきお）
氏を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

議　案
第11号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって満
了となることから、三十尾光儀（みそおみつよし）
氏を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

議　案
第12号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって
満了となることから、花﨑正美（はなざきまさみ）
氏を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 9 名（議員定数 10 名）
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令和６年長南町議会第２回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

議　案
第13号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって
満了となることから、田中隆和（たなかたかかず）
氏を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

議　案
第14号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって満
了となることから、磯野治夫（いそのはるお）氏
を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

議　案
第15号

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

現委員の任期が、令和 6 年 7 月 28 日をもって満
了となることから、嶋野政江（しまのまさえ）氏
を任命するため、議会の同意を求めるもの

同　意
賛 (8)
否 (0)

発　 議
第１号

義務教育費国庫負担制度の堅
持に関する意見書の提出につ
いて

教育水準の維持向上と地方財政の安定をはかるた
め、内閣総理大臣のほか、政府の関係各所へ意見
書を提出するもの

原案可決
賛 (8)
否 (0)

発　 議
第２号

国における 2025 年度教育予
算拡充に関する意見書の提出
について

必要な教育予算を確保するべく、内閣総理大臣の
ほか、政府の関係各所へ意見書を提出するもの

原案可決
賛 (8)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 9 名（議員定数 10 名）

定
例
議
会

任
期
満
了
に
伴
う
、

選
挙
管
理
委
員
・

補
充
員
の
選
挙

町
村
議
会
議
員
自
治
功
労
者

表
彰
の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た

　
６
月
７
日
の
本
会
議
に

お
い
て
選
挙
（
議
長
の
指

名
推
薦
）
が
行
わ
れ
、
次

の
候
補
者
全
員
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
６

年
６
月
27
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
に
お
い
て
、
町

村
議
会
議
員
の
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
加
藤

喜
男
議
員
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
の
伝
達

式
を
６
月
７
日
に
議
場
に
お
い
て
執
り
行
い
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て
11
年
以
上

在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
に
特
に
功
労
が
あ
っ
た
方
々

に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
賞
に
関
し
て
加
藤
議
員
は
、「
任
期
は
ま
だ
何

年
か
残
っ
て
い
る
の
で
、
町
民
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

選挙管理委員
生
ふ き の
城山　嘉

よしお
男 松

まつざき
﨑　繁

しげる
　

唐
からかま
鎌　孝

たかお
雄 相

あいざわ
澤　佐

たすく
　

補充員
小
おがわ
川　輝

てるお
夫 林

はやし
　秀

ひで お
雄

鶴
つるおか
岡　照

てるお
夫 岩

いわさき
﨑　彰

あきら
　

表彰状を松野唱平議長から受け取る加藤喜男議員
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の１日目に一般質問が行われ、５人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人

につき１時間です。

５人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

鈴
す ず き

木 ゆきこ　議員
　□ 野見金公園内で歩行者への安全対策は
　□ 町の熱中症対策は
　□ 近隣のクーリングシェルターの実施状況は
　□ クーリングシェルターの窓口は
　□ 涼みどころがあるのに、指定ができないのはなぜ

太
お お た

田 久
ひ さ ゆ き

之　議員
　□ いじめ防止対策にタブレットの有効活用を
　□ 不登校の要因　認識にズレは
　□ 「個別避難計画書」の作成は

加
か と う

藤 喜
よ し お

男　議員
　□ 県内２番目の人口減少報道に対する思いは
　□ 移動販売車の場所の整備を
　□ 海外派遣における生徒への指導は
　□ 来年度からの教科書は
　★ 農業の振興について
　★ 町民の健康について

森
も り か わ

川 剛
よ し の り

典　議員
　□ 路線バスの今後の見通しは
　□ 登録台数を増やせないか
　□ 公共交通の活性化は
　□ 新しい行政担当は
　□ 公共施設の一元管理を
　★ 町のホームページの改善について

岩
い わ せ

瀬 康
こ う よ う

陽　議員
　□ 複合施設の建設場所は
　□ 建設する位置は
　□ 脱炭素化への取り組みは
　□ 若者で構成するまちづくり協議会を
　□ 民間企業と提携すべき

P8

P9

P10

P6

P7

?

一
般
質
問
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野見金公園内で
歩行者への安全対策は
イベント広場に降りる階段を設置

ミ
ハ
ラ
シ
テ
ラ

ス
下
の
第
１
駐
車

場
か
ら
イ
ベ
ン
ト
広
場
ま

で
の
、
車
と
歩
行
者
に
つ

い
て
の
安
全
対
策
を
伺
い

ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
を
実

施
す
る
場
合
の
窓
口
は
、

ど
こ
に
な
る
の
か
伺
い
ま

す
。

本
町
で
の
熱
中

症
対
策
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る

危
険
な
猛
暑
か
ら

逃
れ
る
場
所
と
し
て
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

住
民
フ
ロ
ア
や

公
民
館
を
、
指
定

が
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
で

す
か
。

問

問

問問

問

イ
ベ
ン
ト
広
場
へ
の
歩

行
者
の
安
全
性
を
考
慮

し
、
第
１
駐
車
場
か
ら
イ

ベ
ン
ト
広
場
に
降
り
る
階

段
を
令
和
６
年
度
中
に
設

置
し
ま
す
。

環
境
省
が
発
表
し
て
い

る
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

の
発
令
に
基
づ
き
、
防
災

行
政
無
線
で
注
意
喚
起
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熱
中
症
対
策
の

基
本
に
つ
い
て
、「
広
報

ち
ょ
う
な
ん
」
で
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
は
、
気
候
変
動
及

び
地
球
温
暖
化
の
影
響
に

よ
り
高
齢
者
の
熱
中
症
予

防
対
策
と
し
て
、
市
町
村

が
冷
房
の
あ
る
施
設
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
表
時
に
指
定
し
た
施
設

を
開
放
し
、
住
民
が
暑
さ

か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
冷
房
の
共
有
で

家
庭
の
エ
ア
コ
ン
使
用
を

控
え
、
省
エ
ネ
を
図
る
目

的
も
合
わ
せ
も
つ
も
の
で

す
。近

隣
で
は
茂
原
市
、
睦

沢
町
、
長
柄
町
が
、
公
共

施
設
使
用
に
関
す
る
窓

口
は
、
総
務
課
で
す
。

本
町
の
よ
う
な
農
村
部

で
は
徒
歩
圏
内
に
公
共
施

設
が
な
い
為
、
現
在
町
と

し
て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
設

置
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

熱
中
症
予
防
行
動
の
一

つ
に
「
不
要
不
急
の
外
出

は
避
け
る
」
と
あ
り
ま
す

の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
的
な
扱
い
と
い
う

よ
う
な
形
で
利
用
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

議員鈴木ゆきこ

防
災
行
政
無
線
で
注

意
喚
起

施
設
使
用
に
関
す
る

窓
口
は
総
務
課

あ
え
て
銘
打
つ
こ
と

ま
で
は

茂
原
市
、
睦
沢
町
及

び
長
柄
町
で
指
定

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
の
窓
口
は

近
隣
の
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
実
施

状
況
は

涼
み
ど
こ
ろ
が
あ
る

の
に
、
指
定
が
で
き

な
い
の
は
な
ぜ

町
の
熱
中
症
対
策
は

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

（
涼
み
ど
こ
ろ
）
の
用
意

を
市
町
村
に
促
し
、
県
内

で
も
指
定
す
る
動
き
が
進

ん
で
い
ま
す
。

近
隣
市
町
村
で
の
実
施

状
況
を
伺
い
ま
す
。

施
設
や
民
間
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
の
一
角
に
椅
子
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
用
意

し
、
熱
中
症
対
策
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
な
ど
見
守
る
た
め

の
人
員
を
配
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
町
民
が
涼
み

に
来
る
場
合
に
は
、
庁
舎

の
開
庁
時
間
内
は
役
場
庁

舎
１
階
の
住
民
ホ
ー
ル

や
、
公
民
館
を
開
放
し
て

い
ま
す
。

�

あ
じ
さ
い
祭
り
で
の
立
て

看
板
に
よ
る
安
全
対
策
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いじめ防止対策に
タブレットの有効活用を

更なる迅速な対応が必要な場合に検討

い
じ
め
防
止
対

策
と
し
て
「
い
じ

め
被
害
者
」・「
い
じ
め
の

傍
観
者
」
か
ら
小
・
中
学

生
が
利
用
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
有
効
活
用
し
、

子
供
自
身
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

発
信
・
通
報
す
る
こ
と
で
、

い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早

期
対
策
が
で
き
「
自
己
肯

定
感
を
育
み
、人
づ
く
り
」

に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

不
登
校
の
児
童

生
徒
・
保
護
者
と

教
員
と
の
間
に
大
き
な
認

識
の
ズ
レ
が
あ
る
と
文
部

科
学
省
が
調
査
結
果
を
発

表
し
て
い
る
が
ど
う
受
け

止
め
る
か
伺
い
ま
す
。

災
害
時
の
「
避

難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」
及
び
「
個
別
避
難

計
画
書
」
の
作
成
は
今
現

在
、
行
政
の
努
力
義
務
で

は
あ
る
が
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
昨
今
、「
災
害
時

要
援
護
者
」
１
６
５
名
の

「
個
別
避
難
計
画
書
」
を

い
つ
ま
で
に
完
成
さ
せ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

現
状
各
学
校
に
い
じ
め

な
ど
の
相
談
窓
口
の
開
設

や
相
談
ポ
ス
ト
の
設
置
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
上
に
は
認

識
の
ズ
レ
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
ズ
レ
を
少
し

で
も
解
消
し
子
供
と
学

校
、
保
護
者
と
し
っ
か
り

と
話
し
合
い
を
し
、
お
互

い
の
思
い
や
方
策
を
確
認

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

学
校
や
教
師
が
す
べ
き

こ
と
は
、
子
供
と
向
き
合

う
こ
と
、
原
因
や
理
由
を

じ
っ
く
り
話
し
合
い
な
が

ら
把
握
す
る
。
ま
た
、
児

「
個
別
避
難
計
画
」
は
、

計
画
が
い
つ
ま
で
に
完
了

す
る
か
と
い
う
認
識
で
は

な
く
、
優
先
度
の
高
い
避

難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
中
の

策
定
を
目
標
と
し
、
そ
れ

以
降
は
ご
本
人
の
同
意
を

得
つ
つ
、
そ
の
都
度
新
規

作
成
及
び
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

議員太田久之

総
務
課
長

総
務
課
長

不
登
校
の
要
因　

認

識
に
ズ
レ
は

「
個
別
避
難
計
画
書
」

の
作
成
は

お
互
い
の
思
い
や
方

策
を
確
認
し
て
い
く

優
先
度
の
高
い
避
難

行
動
要
支
援
者
か
ら

取
り
組
む

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

学
校
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
さ
れ
周

知
が
図
ら
れ
て
お
り
、
県

の
教
育
委
員
会
に
は
24
時

間
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
日
常
の

学
習
内
容
を
深
め
る
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を

行
っ
て
お
り
、
メ
ー
ル
通

信
な
ど
に
は
使
用
し
て
い

な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
後
、
環
境
の
整
備
や

さ
ら
な
る
迅
速
な
対
応
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

童
・
生
徒
と
の
人
間
関
係

を
構
築
す
る
。
こ
れ
ら
を

第
一
に
考
え
、
家
庭
訪
問

を
行
う
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
外
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て

適
応
指
導
教
室
が
あ
り
、

希
望
す
る
児
童
・
生
徒
が

通
っ
て
お
り
ま
す
。
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出
店
場
所
は
申
請
者

と
協
議

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

海
外
派
遣
に
お
け
る

生
徒
へ
の
指
導
は

来
年
度
か
ら
の
教
科

書
は

地
区
協
議
会
で
選
定

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

県内２番目の
人口減少報道に対する思いは

このような報道は遺憾に思います

４
月
頃
で
す

が
、
最
近
10
年
間

で
人
口
が
減
っ
て
い
る
千

葉
県
の
自
治
体
と
い
う
新

聞
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

１
位
が
鋸
南
町
で
マ
イ
ナ

ス
22
・
５
％
、
２
位
が
長

南
町
で
マ
イ
ナ
ス
18
・

７
％
、
以
下
、
勝
浦
市
、

九
十
九
里
町
、
銚
子
市
で

す
。町

長
は
、
本
年
度
の
施

政
方
針
で
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
に
起
因
す
る

様
々
な
課
題
や
変
化
へ
の

対
応
を
主
要
課
題
と
位
置

づ
け
て
取
り
組
む
と
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
報
道
を
受

け
て
ど
の
よ
う
な
思
い
か

お
聞
き
し
ま
す
。

町
の
観
光
推
進

の
た
め
、
野
見
金

公
園
内
の
一
角
に
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
（
調
理
設
備
を
備

え
る
車
）
な
ど
を
置
け
る

場
所
を
整
備
し
、
電
気
、

水
な
ど
も
供
給
で
き
る
よ

生
徒
の
海
外
派

遣
に
つ
い
て
は
、

相
手
国
の
歴
史
や
生
活
習

来
年
度
か
ら
使

用
す
る
教
科
書
の

状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

問

問

問

問

人
口
減
少
は
、
全
国
的

な
問
題
で
す
が
、
町
と
し

て
も
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
模

索
し
、
若
い
人
た
ち
が
こ

の
町
に
残
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
施
策
、
ま
た
、

新
た
に
移
住
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
各
種
施
策
な

ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
回
の
報
道
に
関
し
て

は
、
以
前
に
も
同
様
の
発

表
が
あ
り
、
町
と
し
て
も

一
生
懸
命
、
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
中

で
、
度
々
こ
の
よ
う
な
報

道
が
あ
る
こ
と
は
遺
憾
に

思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
合
わ
せ

た
出
店
に
対
し
て
は
、
ミ

ハ
ラ
シ
テ
ラ
ス
の
営
業
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
な
販

売
品
目
で
あ
れ
ば
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
内
の
外
周
で
出

店
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。イ

ベ
ン
ト
以
外
で
、
桜

や
ア
ジ
サ
イ
の
開
花
期
間

中
に
出
店
販
売
し
た
い
事

業
者
が
い
れ
ば
、
公
園
利

用
申
請
の
手
続
を
行
っ
た

上
で
許
可
し
て
い
ま
す
。

出
店
場
所
に
つ
い
て
は
事

業
者
と
協
議
し
て
い
ま

す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海

外
派
遣
事
業
は
、
８
月
１

日
出
発
に
向
け
て
、
随
時

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
事
前
研
修
は
４

回
を
予
定
し
、
第
１
回
目

は
５
月
22
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
長

柄
町
と
の
合
同
開
催
（
両

町
合
計
39
名
参
加
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
柄
町
教

育
委
員
会
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
海
外
研

修
と
な
る
よ
う
最
善
を
尽

く
し
ま
す
。

本
年
度
は
中
学
校
用
の

選
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
生
地
区
で
は
、
各
市

町
村
教
育
長
並
び
に
各
市

町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
教

育
委
員
、
そ
の
ほ
か
長
生

地
区
の
校
長
代
表
、
教
員

代
表
、
保
護
者
代
表
、
有

識
者
な
ど
で
教
科
用
図
書

長
生
採
択
地
区
協
議
会
を

組
織
し
て
い
ま
す
。

各
教
科
・
分
野
の
専
門

調
査
委
員
長
は
協
議
会
で

説
明
し
ま
す
。
さ
ら
に
県

教
育
委
員
会
の
選
定
資
料

を
参
酌
し
て
協
議
会
で
選

定
し
、
最
終
的
に
は
各
市

町
村
教
育
委
員
会
に
て
選

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議員加藤喜男

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

教
育
課
主
幹

移
動
販
売
車
の
場
所

の
整
備
を

う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か

慣
な
ど
の
知
識
を
持
た
せ

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

の
歴
史
や
文
化
、
日
本
の

良
い
と
こ
ろ
を
少
し
で
も

英
語
で
話
せ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

事
前
指
導
の
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

研
修
を
４
回
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路線バスの今後の見通しは
維持は厳しい状況です

路
線
バ
ス
の
三

川
線
が
休
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
路
線
バ
ス

の
今
後
の
見
通
し
を
伺
い

ま
す
。

正
式
名
称
は
長

南
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
巡
回
バ
ス

も
な
く
な
り
、
路
線
バ
ス

も
休
止
、
減
便
で
町
民
の

足
が
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
活
性
化
で
は
な
く
、

企
画
財
政
課
の

特
命
担
当
は
ど
の

よ
う
な
業
務
に
関
わ
る
の

か
、
ま
た
、
そ
の
中
で
直

売
所
交
流
施
設
建
設
検
討

委
員
会
が
発
足
し
た
よ
う

で
す
が
、
情
報
公
開
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
申

し
込
み
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
一
元
管
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
使
い
や
す

い
環
境
に
出
来
な
い
か
、

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
化
で
な
く
て

も
他
町
村
や
他
の
町
施
設

の
よ
う
に
１
度
の
電
話
予

約
だ
け
で
施
設
を
使
え
る

よ
う
に
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

年
間
１
万
人
、

１
日
30
人
以
上
の

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て

い
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
登
録
台
数
を
増
や
せ
な

い
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

広
域
路
線
バ
ス
の
利
用

実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
牛
久
線
に
つ
い
て
も

減
便
や
休
止
を
検
討
し
て

い
る
状
況
と
伺
っ
て
お

り
、
路
線
バ
ス
の
維
持
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。町

で
は
、
本
年
４
月
か

ら
路
線
バ
ス
の
維
持
と
保

護
者
負
担
軽
減
の
た
め
、

通
学
定
期
券
購
入
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
交
通
体
系
を

捉
え
た
中
で
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。町
と
し
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
協
議
会
で
の
協

議
結
果
を
十
分
に
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
の
公
共
交

通
施
策
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
特
に

大
き
な
問
題
も
な
く
運
行

で
き
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
の
で
、
現
行
の
１

業
者
１
台
の
計
２
台
体
制

で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
命
担
当
の
業
務
は
主

に
、
①
直
売
所
建
設
、
②

中
央
公
民
館
に
係
る
複
合

施
設
建
設
、
③
上
小
野
田

地
先
旧
空
港
代
替
地
及

び
、
④
長
南
西
部
工
業
団

地
計
画
跡
地
へ
の
企
業
誘

致
を
始
め
と
し
た
有
効
活

用
で
す
。

検
討
委
員
会
の
会
議
の

公
開
に
つ
い
て
は
、
公
開

基
準
を
作
成
し
て
、
そ
れ

に
従
っ
て
対
応
し
ま
す
。

今
後
は
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

進
め
て
い
く
中
で
、
必
要

性
や
費
用
対
効
果
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
等
は

導
入
検
討
に
も
時
間
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

規
則
の
改
正
を
行
う
こ
と

で
公
共
施
設
の
予
約
を
統

一
的
な
対
応
で
図
り
ま

す
。

議員

協
議
会
の
結
果
を
踏
ま

え
て
進
め
て
い
き
た
い

総
務
課
長

総
務
課
長

登
録
台
数
を
増
や
せ

な
い
か

公
共
交
通
の
活
性
化
は

新
し
い
行
政
担
当
は

公
共
施
設
の
一
元
管
理
を

大
き
な
問
題
な
く
運
行

主
に
４
事
業
を
担
当

規
則
の
改
正
で

副副    

町町    

長長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

森川剛典

衰
退
が
現
状
で
す
の
で
、

活
性
化
に
向
け
た
公
共
交

通
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
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複合施設の建設場所は
町中で進めて行きたい

複
合
施
設
の
建

設
は
、
令
和
４
年

に
長
南
町
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
か
ら
、
既
存
の
場
所

（
現
在
の
公
民
館
）
と
町

中
を
比
較
す
る
中
で
、
費

用
対
効
果
や
に
ぎ
わ
い
の

創
出
等
を
考
慮
に
入
れ

て
、
町
執
行
部
で
熟
慮
を

重
ね
、
適
切
な
方
向
で
進

め
る
こ
と
を
容
認
す
る
と

の
答
申
が
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
町
は

建
設
場
所
を
ど
ち
ら
に
決

定
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

建
設
位
置
に
つ

い
て
は
、
多
世
代

が
交
流
可
能
で
、
し
か
も

長
南
集
学
校
や
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
長
南
と
連
携
が
出

来
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

場
所
に
決
定
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

町
長
は
、
町
中
の
ど
の

位
置
に
建
設
す
る
考
え
な

の
か
伺
い
ま
す
。

今
後
の
ガ
ス
事

業
は
、
人
口
減
少

等
に
よ
り
需
要
量
の
減
少

と
維
持
管
理
費
等
の
負
担

が
重
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
が
進
め
る
脱

炭
素
化
に
、
公
営
企
業
と

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

20
年
、
30
年
後

の
ま
ち
づ
く
り

は
、
こ
の
町
の
将
来
を
担

う
、
若
者
の
考
え
を
積
極

的
に
採
用
す
べ
き
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
概
ね

20
代
か
ら
30
代
で
構
成
す

る
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
等
を
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
は
民
間
企
業

と
提
携
し
て
、
空

き
家
等
を
子
育
て
世
帯
用

住
宅
や
独
居
高
齢
者
等
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
ア
パ
ー

ト
等
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

提
供
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

問

問

問

問

問

今
後
の
町
の
活
性
化
と

に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
観
点

か
ら
、
既
存
の
中
心
市
街

現
在
の
と
こ
ろ
、
薬
局

の
反
対
側
に
部
分
的
に
駐

車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
土
地
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
そ
の
地
権
者
や

地
元
住
民
に
説
明
し
、
理

近
隣
の
公
営
ガ
ス
事
業

者
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
今
後
の
ガ
ス
事
業
の

あ
り
方
を
精
査
し
て
、
需

要
家
で
あ
る
住
民
の
皆
様

が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ

う
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

子
育
て
世
代
用
住
宅
等

の
整
備
は
、
町
単
独
で
は

財
政
面
等
か
ら
困
難
な
の

で
、
事
業
実
施
に
お
い
て

は
、
提
携
出
来
る
パ
ー
ト

ナ
ー
を
捜
し
て
、
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
等
に
つ
い
て
は
、
設

置
目
的
や
活
動
内
容
を
決

め
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

議員岩瀬康陽

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

地
と
し
て
の
街
並
み
が
残

り
、
商
店
や
金
融
機
関
な

ど
の
施
設
が
あ
る
町
中
で

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

建
設
す
る
位
置
は

町
　
長

町
　
長

解
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、

議
会
と
協
議
し
て
最
終
的

に
決
定
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

脱
炭
素
化
へ
の
取
り

組
み
は

若
者
で
構
成
す
る
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を

民
間
企
業
と
提
携
す

べ
き

関
係
者
等
の
理
解
を

得
て
決
定

住
民
が
不
利
益
を
被

ら
な
い
よ
う
検
討

提
携
で
き
る
パ
ー
ト

ナ
ー
を
捜
す

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関

わ
り
方
も
検
討

づ
く
り
へ
の
関
わ
り
方
も

検
討
す
る
中
で
、
設
置
を

進
め
て
行
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。
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研修を終えた松野議長と広報特別委員会委員

講師の芳野政明氏

挨拶をする松野議長会長

議 会 広 報
特別委員会 町村議会広報研修会研修参加

　７月５日（金）千葉県自治会館において、町村議会広報研究会の研修に広報特別委員会委員と事務局の
８名で参加いたしました。
　研修会は、千葉県町村議会議長会長（本町の松野唱平議長）の挨拶から始まり、芳野政明氏（一般社団
法人埼玉県コミュニケーションセンター理事長）を講師として「住民に読まれ、伝わり、議会の見える化へ」
をテーマに議会広報の基本及び編集について学んできました。

読まれ
読みやすく
・表紙や見出し（インパクト）
・目次（興味・関心）

伝わり
議会活動を知らせる
・住民との対話
・住民が参加し住民が登場

議会の
見える化へ
より良い議会報を目指す
・目標をもった制作活動
・目標をもった編集活動

伝わる広報へ編集スキルアップ
・魅力ある写真
・動きのある写真
・親近感のある写真

　今回も昨年に引き続き研修会に参加し広報活動の大切さを改めて実感いたしました。
　議会報を作成するにあたり、議会側からのみの発信ではなく住民の方が興味深く読んでいただき、理解
していただいてこそが広報たる物であると改めて学習いたしました。
　今後の「議会だより」に活かせるように頑張っていきます。新しい企画も計画してまいりますので皆様
のご協力をお願いたします。� （太田久之）



町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ https://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　加　藤　喜　男
副委員長　　太　田　久　之
委 員　　森　川　剛　典
同 　　河　野　康二郎
同 　　鈴　木　ゆきこ

次
回
の
定
例
議
会
は
、

９
月
４
日（
水
）か
ら

開
会
の
予
定
で
す
。

タ
ケ
ノ
コ
の
時
期
は
過
ぎ

ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
孟

宗
竹
で
メ
ン
マ
（
シ
ナ
チ
ク
）

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
レ

シ
ピ
も
完
成
し
、
差
し
上
げ

た
方
に
は
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

作
り
方
で
す
が
、
イ
ノ
シ

シ
も
見
向
き
も
し
な
い
１

メ
ー
ト
ル
位
の
太
い
タ
ケ
ノ

コ
を
使
い
ま
す
。

外
皮
を
剥
ぎ
、
更
に
竹
の

外
側
、
内
側
も
剥
ぎ
ま
す
。
そ

し
て
節
も
と
り
、
短
冊
状
の

好
み
の
大
き
さ
に
し
た
も
の

に
僅
か
な
重
曹
を
加
え
、
し
っ

か
り
茹
で
ま
す
。
水
洗
後
に

１
日
冷
凍
し
ま
す
。

翌
日
に
解
凍
し
て
味
付
け

で
す
。
メ
イ
ン
は
醤
油
、砂
糖
、

み
り
ん
、
ご
ま
油
で
す
が
更

に
酒
、
ラ
ー
油
、
鶏
が
ら
ス
ー

プ
、
豆
板
醤
な
ど
も
加
え
ま

す
。
中
火
で
煮
詰
め
完
成
で

す
。ラ

ー
メ
ン
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
、

そ
の
ま
ま
で
も
。
ま
た
、
町

お
こ
し
に
も
。�

（
加
藤
喜
男
）

委
員
の
ひ
と
り
ご
と

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は
参
加
し
た
主
な
行
事

【
５
月
】

　
11
日　
長
南
中
学
校
運
動
会

　
14
日　

�

千
葉
県
南
部
地
区
議
会
道
路
整
備
協
議

会
総
会
（
松
野
議
長
）

　
　
　
　
郡
町
村
議
会
議
長
会
総
会（
松
野
議
長
）

　
20
日　
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
（
河
野
副
議
長
）

　
21
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

第
１
部
会

　
25
日　
長
南
小
学
校
運
動
会

　
27
日　

�

千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会
（
松

野
議
長
）

　
28
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
31
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

第
２
部
会

　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

【
６
月
】

　
4
日　
第
２
回
定
例
議
会
［
～
７
日
］

　
6
日　
常
任
委
員
会
［
総
務
経
済・教
育
民
生
］

　
11
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

第
１
部
会

【
７
月
】

　
1
日　
長
生
郡
市
議
員
会
定
期
総
会

　
5
日　
町
村
議
会
広
報
研
究
会

　
8
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
9
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会 

第
１
部
会

　
11
日　
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会（
松
野
議
長
）

　
18
日　
３
市
３
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
　
［
～
19
日
］（
松
野
議
長
）

　
24
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
26
日　
茂
原
七
夕
ま
つ
り
記
念
式
典（
松
野
議
長
）

みなさまのこえは、今後の活動に
活用させていただきます。
ご協力いただき、ありがとうござ
いました。

 今回のインタビュアーは私たちです　　

こえ
議会・議員へ期待すること（やってほしいこと）を街頭インタビューしました。

ちょうなん町民の

みなさまの
町議会議員が聞く！街頭インタビュー

裏面コーナーをリニューアルしました！


